
　必ず児童に見てほしい安全

に関わる情報は、紙面に示す

だけでなく、QRコードコンテ

ンツとして豊富に収録してい

ます。

　シンプルで取り入れやすい

効果的な活用例を、生活科の

学びが深まるよう、意図的・計

画的に位置付けています。

　左ページの絵をみんなでいっしょに見て関心を高

め、右ページの写真を手がかりに活動を進める構成

です。絵を見て発見するという、幼保で慣れ親しん

だ活動から始めることで、児童がこれまで育んでき

た資質・能力を踏まえ、主体的に活動に取り組むこ

とができます。

今日的な教育課題への対応
スタートカリキュラム

健康・安全

ICT機器の
利活用
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みんなで かんがえたい たいせつな こと

生活科コンテンツ　
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光村図書出版株式会社

図工室　　

協和オフセット印刷株式会社　　
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子どもたちの未来のために、光村図書は、教科書の作成に
あたって、「環境」「健康」「子どもの特性」に配慮しています。

〒141-8675　東京都品川区上大崎 2-19-9
電話：03-3493-2111(代表)

・原料や製法など、環境に配慮した紙を使用しました。
・環境と健康にやさしい、エコマーク認定の植物油インキで印刷しました。
・児童の負担を軽減するため、堅牢で薄い紙を開発し、使用しています。
・カラーユニバーサルデザインに関して、細心の注意を払いました。
・児童の学習負担を軽減するように配慮された書体を使用しました。
・特別支援教育の視点から、専門家の入念な校閲を受けました。

上巻10-11ページ

タブレットでの撮影・記録

みんなの けんこうを まもる ために あんぜん 「ふみきり」

電子黒板を活用した情報共有 オンライン通話

教科書ナビ
こんなとき、こう使う

令和６年度版   小学校 生活科教科書

はじめてが いっぱい 　　
はっけん だいすき

せいかつ 
たんけんたい

下

上

※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

内容解説資料 本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。

どんな　ことが　できるかな。

かつどうの　まえと
あとには、てを　あらおう。

入学当初には、児童のこれまでの成
長を生かしながら、円滑に小学校の
学びに移行することができるよう、「ス
タートカリキュラム」が行われます。ス
タートカリキュラムでは、生活科を中心
に、柔軟な時間割を設定することに
よって、安心して自分を発揮したり、
主体的に学習に取り組む姿勢を育ん
だりします。
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どんな　きき方
かた

が
あるかな。

ちょくせつ　きくメールを　おくる

にちまい

たの

電
でん
話
わ
を　かける

にちまい

たの

にちまい

たの

にちまい

たの

にちまい

たの

にちまい

たの

い
ま

せいちょうした　自
じ

分
ぶ ん

の　ことを、
もっと　しらべて　みよう。

にちまい

たの

せいちょうした
自
じ

分
ぶん

の　ことを　しらべて、
どんな　気もちに　なったかな。

にちまい

たの

いろいろな
れんらくほうほう
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にちまい

たの

電
でん
話
わ
や　メールなどは、

かならず　おとなの　人と　
いっしょに　つかおう。

にちまい

たの

にちまい

たの

ほいく園
えん
で

学校で

家
いえ
で

だれに　きいたら
分
わ
かるかな。

小さい　ころは、
やさいが　にがてだったけれど、
今
いま
は　食

た
べられるように　なったね。

ふたりとも、しつもんするのが
じょうずに　なりましたね。

みさきさんは、
小さい　子と
あそぶのが
すきでしたよ。

2年生に　なるより
前
まえ
の　自

じ
分
ぶん
の　ことが

知
し
りたいね。

ほいく園
えん
に　いる　とき、

わたしは　何
なに
を　するのが

すきでしたか。

児童が、家庭で自分の成長について質問することがあります。
そのときは、これまでの児童の成長にまつわる話をしたり、成
長に気づいたときの気持ちを伝えたりしてあげてください。

にちまい

たの

しつもんしたら、
みんな　たくさん
話
はなし
を　して　くれたよ。

いろいろな　ことが
分
わ
かったね。
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「
子
ど
も
と
生
活
科
を
楽
し
み
た
い
」

そ
ん
な
先
生
方
の
声
か
ら
生
ま
れ
た

全
く
新
し
い
教
科
書
で
す

導入

展開

振り返り

どうしたら、
思いや願いを

引き出せるのだろう。 経験を思い起こし、

学習対象を身近に
感じてもらいたい。

活動するだけではなく、

学びを深めていくには、
どうすればいいのかな。

毎時間の振り返りが、

「楽しかったです。」

ばかりで、

困ったな。

せっかくたくさんの

成長があったのに、
振り返りに

表れていないな。

がんばって

活動したのだから、

学んだことを

日常生活でも
生かしてほしい。
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教科書の構造と使い方

●思いや願いをもち、
学習を見通す

単元扉の
ページ

●体験活動を通して学びを深める
●豊かに表現する、小単元を振り返る

学習活動の
ページ

●単元の学びを、
自分の言葉で語る

単元末の
ページ


